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糖尿病性腎症について

会員より紹介の血液透析導入例

田中 貫一
仁和寺診療所開設後2年間経過しました。おかげさまで会員よりの紹介例が増加してきましたので、本日は症例提示をしながら糖尿病性腎症についてお話したいと存じます。

田中 貫一
一部画面に不都合なところがありますがご容赦ください。ソフトの関係でこんな風になりました。
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糖尿病性腎症症例

No Name Age Sex

1111 MMMM....HHHH 55555555 MMMM 緊緊緊緊急急急急

2222 NNNN....HHHH 55558888 MMMM 待待待待機機機機

3333 SSSS....HHHH 55555555 MMMM 緊緊緊緊急急急急

4444 UUUU....TTTT 77775555 MMMM 緊緊緊緊急急急急

田中 貫一
糖尿病性腎症からの透析導入例を示しています。待機例は一例で残りは緊急例で、心不全が透析導入原因となっています。
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非糖尿病性腎症症例

No Name Age Sex

1111 NNNN....YYYY 88885555 FFFF 緊緊緊緊急急急急

2222 TTTT....MMMM 55556666 MMMM 待待待待機機機機

3333 FFFF....YYYY 66669999 FFFF 緊緊緊緊急急急急

4444 NNNN....SSSS 77771111 MMMM 待待待待機機機機

5555 NNNN....KKKK 77771111 MMMM 待待待待機機機機

田中 貫一
いわゆる腎炎からの透析導入例を示しています。緊急例は2例です。このうち一例はDOAの症例でした。
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症例１

• 56歳 男 性

• 40歳時糖尿病と診断

• うっ血性心不全にて
入院。ネ フローゼ症候
群と診断 、利尿剤の
投与を受けるが軽快
せず透析療法導入

• 網膜症合併

• Hb 6.6ｇ Ht 21％

• 血液ガス ｐO2 48.8
pCO2 30.7 BE －7.7

• BUN 71 Cr 4.0 Cr-cl
5.8ml/m

• Tp 5.8 Alb 2.5

• CRP 10.6

• Na 140 K 5.6 Ca 8.1
iP 5.1

田中 貫一
この症例は糖尿病性腎症よりの透析例です。患者の糖尿病に対する自覚が乏しくこれまで病院を転々としています。小松病院に収容されましたが、利尿剤の投与にも関わらず、全身の浮腫が著明となり、導入いたしました。検査結果でもお分かりのように腎機能はあまり悪くない印象を持ちますが、クレアチニンクリアランスは悪化しています。
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症例1の体重の推移
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田中 貫一
糖尿病性腎症の導入例です。全身浮腫著明で入院してきました。連日透析の結果体重を約30キログラム減少させ、浮腫が改善しました。この症例は残念がながら精神症状が出現しましたので転医しました。
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Chemical Nephrectomy症例

• 55歳 女性

• 糖尿病性腎症

• ネ フローゼ症候群を併発
し、全身浮腫にて血液透
析導入

• 両側の胸水,腹水貯留を
認め る。

• 糖尿病性網膜症

• 尿素窒素 48 Cr 5.6

• total Pr 4.7 Alb 1.7

• total cholesterol 167

• HbA1c 4.9

• 血圧 180/76

田中 貫一
medicamental nephrectomyとも言う。人為的に尿量を減少させ、アルブミンの喪失を防止し、血清アルブミン濃度を改善する。
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Chemical Nephrectomy症例
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田中 貫一
アルブミン濃度の経過を示す。
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症例３(非糖尿病）

• 昨年６月より１１月ま
で近 医を受診してい
た。

• 本 年１月より磯和医
院を受診 、高血圧、強
度な貧血、著明な食
欲不振にて緊急 入院
となる。入院後緊急 透
析を開始

• Ht 14% Hb 4.2g/ml
• Cr 10.5 BUN 150
• K 7.4 Ca 5.9 Pi 9.5
• BE -22.5
• Cr-clearance 測定で
きず
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症例３ 入院後の経過
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症例３ 入院後の経過
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糖尿病性腎症と腎炎のCT

腎炎 糖尿病
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糖尿病性腎症新規導入患者数
の推移
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非糖尿病に対する糖尿病患者
の一年間の死亡リスク
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糖尿病性腎症

• 腎機能が低下した比較的 早期から高度の
蛋白尿や浮腫伴うkinnmelstiel症候群を呈
するもの

• 浮腫はそれほど著明でなく糖尿病を伴った
高血圧性腎硬化症

田中 貫一
文字が詰まっていますが、作成時に発生しました。ソフトの問題で訂正できませんでした。
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糖尿病患者と非糖尿病患者の
主な死亡原因

非糖尿病 糖尿病
死亡原因 ％ 死亡原因 ％
心不全 17.6 心不全 18.4
肺水腫 10.8 心筋梗塞 10.0
脳出血 10.4 肺水腫 9･7
悪性腫瘍 8.2 脳出血 5.6
心筋梗塞 7.0 感染症 11.6
感染症 9.0 突然死 5.3

かん感染症
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透析療法導入基準

• 臨床症状
– 体液貯留(全身性浮腫、高度の低蛋白血症、肺水腫）

– 体液異常（管理不能な電解質、酸塩基平衡異常）

– 消化管症状（悪心、嘔吐 、食思不振、下痢）
– 循環器症状(重篤な高血圧、心不全、心包炎）

– 神経症状(中枢、末梢神経障害）

– 血液異常（高度な貧血症状、出血傾向）

– 視力障害（尿毒症性網膜症、糖尿病性網膜症）

田中 貫一
小項目が3つ以上を30点とする。二つは20点、一つは10点です。
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透析療法導入基準

• 腎機能
血清ｸﾚｱﾁﾆﾝ
(ｸﾚｱﾁﾆﾝｸﾘｱﾗﾝｽ)

点数

８以上(10未満)  30

5-8(10-20)  20

3-5(20-30)  10
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透析療法導入基準

• 日常生活障害度

尿毒症のため起床で
きないもの

30

日常生活が著しく制
限されるもの

20

勤務、通学あるいは
家庭内労働が困難

10

田中 貫一
この3つの項目の合計が60点以上のときは血液透析導入時期である。
非糖尿病患者では90点を導入基準にしている。
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糖尿病腎症透析患者の問題点

• 透析導入期の問題点
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透析導入時の問題点

• 血清クレアチニン2mg/dlとなれば早晩透析
が必要となる。

• 導入時期の決定は血液生化学の値 による
ものでなく臨床症状によるべきである。

• 血清クレアチニンよりクレアチニンクリアラ
ンスを用いたほうがよい。

田中 貫一
クレアチニンクリアランスが大切。
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糖尿病腎症透析患者の問題点

• 透析患者の体液量・血圧の管理
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糖尿病性腎症透析時の血圧変動
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糖尿病腎症透析患者の問題点

• 栄養 管理

• 血管合併症
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血管の石灰化写真

足部 骨盤部

田中 貫一
著明な血管壁の石灰化。血管造影のように血管が見える。



97/10/15 仁和寺診療所 25

糖尿病腎症透析患者の問題点

• 精神的 サポートを含め たトータルケアー
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精神的 サポートを含め たトータルケア

• 透析導入時期には患者は精神的 に不安
定である。わがまま、自分勝手、退 行的 、
攻撃的 である。

• 医療側との十分な意思疎通を図 る必要が
ある。


